
【対象となった委託業務】

①現地特有の周辺景観及び自然環境を考慮した堰堤構造の提案

②土砂流出経路を考慮した導流護岸工の提案

令和２年度 ⻑野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【⼀般部⾨】
委託業務

優良技術者
⽒   名 倉嶋　孝至
当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者

自　平成30年9月 3日
至　令和 2年3月31日

所属
企業

商号⼜は名称 株式会社　中央工研

住所 松本市大字島立978-1

業 務 名 平成30年度防災・安全交付金（通常砂防）事業に伴う設計業務 発注
機関

主 な 取 組
①堰堤形式や下流処理方法の見直しと特例措置を適用した袖部構造の採用により現地特有の
周辺景観や自然環境に配慮した堰堤計画を提案した。
②土砂流出方向が不明瞭な河道条件において，複数の土砂流出経路を想定のうえ，下流保全対
象への影響を検証し，導流護岸工の設置を提案した。

姫川砂防事務所
業 務 箇 所 （砂）一本木沢　北安曇郡白馬村青鬼（2）

最終契約額 1307万　　8千円 業務
概要

・砂防堰堤詳細設計　N=1基
・取付水路工の設計　L=66m
・管理用道路設計 L=0.45km
・砂防指定地申請書N=1式契 約 期 間
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HWL（h=1.6m）土石流ピーク流量

計画堆砂線（I=1/7.5）
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保全対象

土石流基準点（NO.4+11）
透過型堰堤
H=4.0m L=21.0m
A=0.13km2 Q=5m3/s

補助基準点（NO.11）
透過型堰堤 H=6.0m　L=92.0m
A=0.10km2　Q=4m3/sec

取付水路工L=57.3m

計画堆砂線

ケース1

ケース2

ケース3

ケース4

保全集落一帯が重要伝統的
建造物群保存地区に指定

堰堤計画位置

現地の河道状況

【人工地山構造による改変量の軽減】【計画平面図】
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計画堆砂線

【土砂流出経路の検証】 【土砂流出の流向を規制するための導流護岸の設置】

下流堰堤

上流堰堤

保全対象
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人工地山構造による改変量の軽減
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